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平成２３年（２０１１年）鳥取港港湾統計年報【速報値】

平成２４年度 鳥取港関係予算

平成２３年（２０１１年）鳥取港港湾統計年報【速報値】

平成２４年度 鳥取港関係予算

鳥取港振興会ニュース

　国の公共事業費が抑制される中、平成２４年度の鳥取港関係予算は２３年度予算比５２．５％増加で、港湾環境
整備を促進する事業内容となっております。

　○防波堤改修は、鳥取港への船舶入出港時の安全性向上（西浜航路の開設）及び静穏度向上を図る事業です。
　○岸壁矢板補修等は、既存施設の延命化のための改良・補修です。

　平成２３年の鳥取港の貨物取扱量は、３７４，３５１トンで、前年と比べて１３１，７０８トンの減（対前年比約２６％
減）となりました。移出については、海上工事の減少による石材・窯業品の減少。移入については、殿ダムの工事完
了により砂利・砂が減少していますが、新たに再生砕石の移入が始まる動きがありました。

 石　材 ２９，８７５ ４６，０２５ １７，３４４

 窯業品 ６，２１８ ２６，２２２ ４，８２０

 水 ２，９８２ ３，６８４ ３，４０２

 重　油 １，６８９ １，７４２ １，７４６

 その他品種 １５，４２８ ３，１４９ ２，５４９

 移出計 ５６，１９２ ８０，８２２ ２９，８６１

 砂利・砂 ２４５，３３３ ２０８，１４５ ５１，０７０

 再生砕石 ０ ０ ７２，０５２

 石灰石 ６０，３００ ６６，４００ ４１，２００

 鉄鉱石 ５５，３００ ５５，７００ ８８，８６０

 セメント ６４，６００ ５０，７００ ４１，４００

 その他品種 ３３，５６４ ３７，２９２ ３７，６１８

 移入計 ４５９，０９７ ４１８，２３７ ３３２，２００

 移出入計 ５１５，２８９ ４９９，０５９ ３６２，０６１

内　貿 外　貿
品種別

移
　
出

移
　
入

輸
　
出

輸
　
入

２１年 ２２年 ２３年

 ー ー　　 ー　　 ー　　

 ー ー　　 ー　　 ー　　

 ー ー　　 ー　　 ー　　

 ー ー　　 ー　　 ー　　

 ー ー　　 ー　　 ー　　

 輸出計 0 0 0

 化学薬品 ６，４６５ ７，０００ １２，290

 

 石灰石 ー　　 ー　　 ー　　

 鉄鉱石 ー　　 ー　　 ー　　

 セメント ー　　 ー　　 ー　　

 その他品種 ー　　 ー　　 ー　　

 輸入計 ６，４６５ ７，０００ １２，２９０

 移出入計 ６，４６５ ７，０００ １２，２９０

品種別 ２１年 ２２年 ２３年

（単位：トン）

（単位：千円）

２１年 ２２年 ２３年

H２3年度事業費施　設　名事　業　名 所在地・地区名 H２4年度事業費

 ５21，754 506，０５９ 374，351内貿外貿計

【直　轄】
改　修（重　要） 千　代 防波堤（第1）（西） ２１０，０００ ３５０，０００

【補　助】
改　修（重　要） 千　代 防波堤（第2、第3） ７０，０００ １４０，０００

【交付金】
地域自主戦略交付金 千　代 岸壁矢板補修・鋼管補修等 １３８，４００ １４８，０００

   ４１８，４００ ６３８，０００合　　　　　　計



新日本製鐵株式会社八幡製鐵所を視察

「鳥取港の明日を考える講演会」を開催

新日本製鐵株式会社八幡製鐵所を視察

「鳥取港の明日を考える講演会」を開催

橋間講師

前田講師会場の様子

　鳥取港の主要貨物として増加していく可能性のある「鉄鋼スラグ」について、清水鳥取振興会副会長を団長
に鳥取港振興会会員等７名が３月１２日、新日本製鐵株式会社八幡製鐵所（北九州市）を訪問し、鉄鋼製品の製
造工程及び副産物の鉄鋼スラグの生成工程を見学
しました。
　見学後、鉄鋼スラグによる藻場復活、道路用路盤
材活用などの有効利用実例の説明を受けて、意見交
換を行いました。
　同社鳥取秀郎生産技術部長はじめ、スラグ・資源
化部門幹部の方々との意見交換は、情報交換の場と
もなり、会員の活動にも非常に参考となる有意義な
視察となりました。

　鳥取港の一層の利用促進と活性化を目指して、３月２３日（金）、鳥取市内の「とりぎん文化会館」で講演会を
開催しました。
　講師として、社団法人ウォーターフロント開発協会 専務理事 の 橋間元徳氏 と 五洋建設株式会社土木企
画部長の前田泰芳氏のお二人をお迎えし、橋間専務理事は「わが国のウォーターフロント開発とみなとまちづ
くり」、前田部長は「港における賑わいの創出と鳥取港について」と題し、それぞれ講演をいただきました。当日
は、鳥取港振興会会員、国県市職員、一般合わせて６０名の参加者が集まり、講演に熱心に耳を傾けました。
　橋間講師からは、元運輸省第一港湾建設局長の実績を生かし、
昭和２５年の港湾法制定から平成１５年の「みなとオアシス」制度
制定まで港湾史をひもといた上で、「鳥取港への期待」として①漁
港との連携　②客船の活用　③「みなとオアシス」活用の三点を
提案いただきました。
　また前田講師からは、水際線近傍施設が、港湾の魅力をより引
き立てている事例を紹介し、集客利便施設と水際線の距離をで
きるだけ縮めることが重要であるとの考えを披露されました。鳥
取港の振興についても、高いポテンシャルを秘めたエリアと賑わ
いの創出に関しての提言をいただきました。
　豊富な経験や知識に基づく両講師の熱のこもった講演は、鳥取
港の振興すべき方策の示唆に富むもので大変好評でした。



クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」が今秋入港！！クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」が今秋入港！！

竹内鳥取市長がトップセールスを実施竹内鳥取市長がトップセールスを実施

港湾だより57号

日本クルーズ客船株式会社

クルーズのゆたか俱楽部株式会社

「ぱしふぃっく びいなす」
　日本クルーズ客船株式会社所有
　就航：1998年4月
　総トン数：26，594トン、乗客定員644名　
　全長：183.4m、全幅：25.0m
　巡航速力：18.5ノット

　日本クルーズ客船株式会社自主企画クルーズ「秋
の日本一周」で豪華客船「ぱしふぃっくびいなす」が
平成24年9月23（日）に鳥取港に寄港します。横浜・
神戸港発着で、関東関西圏のお客さんがお越しにな
ります。
　当日は、鳥取港周辺自治体及び関係機関で設立し
た「鳥取港クルーズ誘致推進会議」が中心となり、特
産品販売や郷土芸能披露、周辺地域の観光地を巡る
オプショナルツアーの案内など、鳥取ならではの「お
もてなしの心」でお迎えすることとしています。
　こうした取り組みが、次回以降のクルーズ客船誘
致に繋がり、鳥取港の活性化とともに、周辺地域の
観光振興、産業の活性化に役立てばと考えています。

　 全国各地の港湾でクルーズ客船の誘致の働き掛けが強まる中、鳥取港への寄港促進を図るため、竹内功
鳥取港振興会会長（鳥取市長）が、クルーズ船社とクルーズ専門の旅行社に、因幡地域の魅力ある観光資源
などについてＰＲを行いました。
　また、クルーズ船客に喜ばれる観光コースの設定やおもてなしの歓迎セレモニーについても意見交換しま
した。今後、客船の魅力を生かした鳥取港の賑わい創出をさらに促進していきます。

　清水副会長（鳥取商工会議所会頭）も同席して、観光資源や観光ルートをアピールしていただきました。

≪入港予定≫ 平成２４年９月２３日（日）
 入港9時　　出港１７時　
 日本クルーズ客船株式会社様 日本一周企画

２月９日（木）　訪問先
日本クルーズ客船株式会社（大阪市）
代表取締役社長　入谷 泰生 氏

２月７日（火）　訪問先
クルーズのゆたか俱楽部株式会社（東京都）
代表取締役　松浦 睦夫 氏



～ 第５期展示テーマは「砂で世界旅行・イギリス」 ～

 平成23年11月26日（土）、鳥取港マリンピア賀露内で、恒例の松葉がにイベント「鳥取かにフェスタ2011」が
開催されました。会場には地元で水揚げされた「松葉がに」をはじめ、新鮮な魚介類・野菜が格安で販売され、冬の
海・山の幸を求める県内外の行楽客でに賑わいました。
　人気の飲食コーナーでは、無料でふるまわれる「かに汁」1,200食が用意されていましたが、長蛇の列ができ
瞬く間に無くなっていました。

　鳥取を代表する観光地、鳥取砂丘に砂の像を常設展示する「鳥取砂丘砂の美術館」がいよいよ４月１４日新た
にオープンします。
　砂の美術館は、鳥取砂丘の魅力づくりの一環として平成１８年に開館しました。平成２２年度の第４期展示まで
の通算来場者は１００万人を超え、鳥取の観光人気スポットとなっています。
　しかし、ミュージアム施設が大型仮設テントだったため、床面積が狭小で台風などの自然災害に弱く、たびたび
入場制限や臨時休業を行うなどの課題も抱えていました。
　これらの課題を解決し、さらに世界に誇れる文化・観光の創造拠点施設とするため、昨年度から環境整備に取り
組み、このたび、世界で唯一の砂像展示専門の屋内美術館として完成しました。
　ミュージアム施設は、鉄筋コンクリート造りの地上２階、地下１階、延べ床面積は約２千８００平方㍍あります。
　リニューアル後初の展示は、「砂で世界旅行・イギリス～語り継がれる大英帝国の繁栄と王室の誇り」をテーマ
に１６作品を展示。１０カ国１５人の砂像彫刻家が、ウェストミンスター宮殿（国会議事堂）、ビックベン（時計塔）な
ど砂丘の砂２，５００トンを使って表現します。
　「砂像のまち鳥取市」でしか観ることのできない、砂丘砂と世界トップレベルの砂像彫刻家が織りなす、儚くも
美しい砂の芸術をじっくりとご堪能ください。
　このすばらしい砂の美術館が、鳥取の新たな観光拠点の一つとなるよう、当振興会でも積極的にバックアップし
たいと考えています。

「鳥取かにフェスタ2011」賑わう「鳥取かにフェスタ2011」賑わう

「鳥取砂丘 砂の美術館」完成、４月１４日オープン「鳥取砂丘 砂の美術館」完成、４月１４日オープン

正面外観 「エリザベス1世と絶対王政」



鳥取港振興会ニュース 港湾だより57号

　コンテナ航路など定期航路のない鳥取港から、より多くの貨物を外国に輸出するために、鳥取港を利用
して貿易を行う事業者の方に、鳥取港での港湾使用料の減免や港湾荷役料の一部を補助します。

支援内容  
　⑴ 港湾荷役支援
　　鳥取港での港湾荷役料の一部を補助します。
　　　１取引の港湾荷役経費×補助率１/２（補助上限５００千円）
　⑵ 港湾施設使用料減免

「⑴港湾荷役支援」を受けた補助事業者に対して、⑴の港湾荷役支援に加え、鳥取港を利用した同貿
易に係る港湾使用料が減免されます。　

　　　岸壁使用料、荷役機械・上屋・野積場使用料を１００％減免（最長１０日間）
問合せ先：鳥取港振興会事務局

鳥取港振興会理事会・総会
　５月２２日（火）　ホープスターとっとり
■問合せ先 ： TEL 0857-22-1836　
　鳥取振興会事務局

鳥取・賀露みなとオアシス夏まつり２０１２
　７月１６日（海の日）　賀露マリンピア（予定）
■問合せ先 ： TEL 090-4145-6125　
　鳥取みなとオアシス協議会（代表　岸）

自衛隊護衛艦が来港（予定）
　護衛艦１隻　７月２８日（土）・ ２９日（日） 　
■問合せ先 ： TEL 0857-23-2251　
　自衛隊鳥取地方協力本部
　http://www.mod.go.jp/pco/tottori/

鳥取サンセット・漁火クルージング
　７月、８月（予定）
■問合せ先 ： TEL 0857-20-322８　
　鳥取市観光コンベンション推進課

鳥取港振興会事務局

外国貿易支援制度（御案内）

今後のスケジュール

麻薬・けん銃などの密輸情報は税関へ！

「安全・安心な社会を目指して」
密輸ダイヤル（24時間受付）

      0120-461-961
 シ ロ イ  ク ロ イ

神戸税関 境税関支署 鳥取監視署
TEL.0857-25-1115

　多くの方が被害にあわれた東日本大震災から１年
経ち、昨年度実施できなかった「鳥取港の明日を考
える講演会」も今年は無事に開催できました。
　これもひとえに会員の皆様のお陰だと感謝してお
ります。年度末開催とあって、ご参加できなかった会
員様におかれましては、同封の講演会議事録をご査
収ください。
　平成２４年度の総会を、５月２２日（火）に予定し
ておりますので、席上２３年度の実績につきまして
は、報告させていただく所存です。よろしくお願いし
ます。（草野）

編集後記

〒680-8570
鳥取市東町一丁目220番地（県本庁舎5階）
TEL（0857）22-1836／FAX（0857）22-1848

外国貿易支援制度（御案内）

今後のスケジュール密輸（薬物・銃器）・密航 何か
おかしいなと
感じたら

118番
海上保安庁
緊急電話番号

118番は海上保安庁緊急電話番号です。

118番118番


